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マ レイ シ ア にお ける 保育者の 異文化受容 に つ い て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 笹森　栄

　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京家政大学大学院）

〈研 究 の 意 図〉

　今 日、国境を越えて人と人との関わ りが増し私たちは

国内外で 異なる文化 に触れ る機会が多くな っ て い る。我

が 国 の 国 際協力の
一
端 を担 っ て い るJOOV （青年 海外 協力

隊｝の諸外国で の技術移転活動 も また異文化接触の機会と

いえよ う。そ こで ｝aJory の隊員と派遣国の 人々 との異

文化交流が 見 られ て い るの で はな いだろ うか。

　マ レイ シ アの FEICRA （連邦土 地統合整備公鬮）で は

1984年以降11年間に渡りJ（XV によ る保育技術指導を受

けて い る。マ レイシ アは マ レ
ー

系、中国系などか ら成 る

多民族国家で あ り、  RA は 国の経済の 洶．とと貧困層

の生 活の向上を 目的と した公団で ある。肥 LCR へは2001

年 まで に 14保育 園 を 開 園 して い る。保育の 専門教育を受

けて いな か っ た保育者へ の 保育技術指導の 為 IO保育園 に

15名の 」（X ；Vを受け入れて いた。E巳LCRtX保 育園の保育

者に とっ て」  V の保育技術指導を受けた事は異文化受

容の 機会 と考 えられ る。

　J（）（Jvr活動期で ある 1990〜1995年と活動収束後 の 2000

〜 2001年の保育園 にお ける遊びの 変化の 有無と要因 に つ

い て 明 らかに し、遊びに影響を与えて い る保育者 の 保育

に 関する考え方が〕oov との 関わりによる畏文化受容 で

あ る のか 分析す る。そ こ で 開園年、開園地域などの 異な

る3保
一
rw の 保育者を対象 に、保育者へ の 聞き取 り調査

を実施す る事とした。

　本研究の 意図は、FEDCRA の 保育園に おける保育者が

JOOV の 保育技術指導を受け．どの よ うな異文化受容 を

お こな っ たの か、1991〜95ep当時と  〜2001年 の 遊び

の 変化を通 して明 らか に する事 に ある。

＜研究方法＞

1対象］FELCRA の RC 、　 ST 、　 SP の 保 育者、元保育者

の 計26 名。  保育園名、  開園年、  現職保育者

数 ；元保 育者数、  通算JOCV 活動期間（年）は 以下

の とお りで あ る。

  RC 保 育園、  1986年、  4 ： 6 、  6年 6ヶ 月

  ST 保育園、  1990 年 、  3 ： 6 、   3年

  SP 保育園 、  1991 年、  3 ：4 　  3年 6ヶ 月

　JOCV の 保育技術指導を受けた保育者（元保育者）

は全員が該当園を退職 して い る 。

［期間］2000 年 9月 1 日〜同年 9月 13 日

　　　 2001 年2月28 日〜岡年3 月14 日

匚時 間コ
ー・

入約1時 間 30分 〜 2時 間程度。

［場所1現職保育者（以下現保育者と略す〉は各保育園

で 実施、但 し本人 の希望 に よ り2名は 対象者宅 で 行

い。転 勤 、退職 した 无 保育 者 は 対 象 者 宅 で 行 っ た 。

［内容］園児 の遊び、JOCV と の関わ りに よ り異文化

と意識 した事などを対象者 から聞い た。主 に記述し

たが
一

部 VD 撮影、カセ ッ トテ
ー

プな ど も用 い た 。

〈 結果 と考察〉

　本研究の対象園は ゴム ・ヤシ油農園、米作などに よる

入植地で あ りマ レイシ アの辺境地 区 に開園 され て い る。

入植者の99％は マ レー系でイス ラム教徒である。マ レイ

シア の初等教育（小 黝 の就学率は97％、日本の高校2年

に相当す る上級中等教育の 就学率 は56％ で あ る、本研究

対象者の 内上級中等学校卒業者はSP保育園の 元保育者2

名の み で あり、殆どが小学校卒で ある。

遊びの変化と要困

　FEICRA の 3探育園における1990〜 95年当時と20GO〜

2001 年現在 の 子 ども の 遊び は4分類 さ れ る 。

1．当時も現在 も見 られ る 遊び。2，当時は見 られ て い

た遊び。3現 在 の み見 られる遊 び。4．当時見 られた

遊びが変化し たと思われる遊び。こ の 内2 ．の 遊び に

分類された砂場 で の 遊びを取 り上げ論じて い く。

　 「砂場 で の 遊び」 は RC 保育園 で は全 く行われず

他 の 2保育園で も年 2回 程度 しか見 られな い 。3保育

園共に現保育者は小動物 の 糞害や父簿か らの 苦情を

理 由に砂場 で の 遊びを意図的 に や らせな い ように し

て い る。

　 「こ こ 1〜2年は遊んで い ません。猫が砂 場に糞 を

　　す るんです。もちろん子ども達は砂遊びが好 き

　　な ようで 外 に 出ると砂場で 遊ぼうと し ます が 私

　　たちは遊ばない ように、こ とばをかけて ます 。

　　と に か く問題は不衛生だと言う事なの で す 。1

　　（現保 育者 ST2 氏 ・2000 ）

他方 、元保育者は園児 の こ とばの 発達を促 し社会性

が培われると考え，糞害対策と して 砂場 に 覆 い を し

た り父母会 や 保育参観 を 設け砂場で の 遊び に よ る 効

果を理解 して もらうよ う努めて い た 。

　 「子 ど も に と っ て 砂場で の遊び は と て も必要 だ と

　　思 う。子 ど も 問土 で 遊ぶ 時 い ろい ろ話 し を す る
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　　 し、い ろい ろな友達との 関わ りが生 まれ て く る

　　 か ら 。 1 （元保育者 RC5氏 ・2000）

　　「子 ど も は砂場遊びが 大好 きだ っ た し父母には砂

　　 場遊び の 後は行水する か ら不潔 に な らい と話 し

　　 た ん です。動物 や 猫 の 糞などは子 どもが遊 べ る

　　 よ うきれ い に 取 り除い た の で父母 も解 っ て くれ

　　 た と思 い ます。私た ち （保育者）が説明 し な い と

　　 父 母 は わ か らな い で し ょ う 。 」

　　 （元保 育者RC7氏 ・2000）

　 つ まり現保育者と元保育者の 「砂場で の 遊び」 に関す

る考え方や保育環境設定につ い ての取 り組み等が遊びの

変化に繋が っ たの で あ る。

　両者は共にマ レ
ー
系で あ りイス ラム教徒、同地 区内の

住民 で あ る事か ら、艮族、宗教の違い は見 られな い 。 相

関分析の 結果、年齢や年齢幅、学歴、保育経験年数の 関

連性も認められなかっ た。しか し、元保肯者は 全員が

J（X ｝V 保母隊員か ら保育技術に 関する指轟を受けて お り

他方、現保育者は全員が 幻 CV保母隊員活動収束後に

FEI£ RAの 保育園で就労開始して いる 。 これに よ り両保

育者 の 前述 の ような考え方や保育環境へ の取 り組みの 差

違は 更（］X］vec母隊員との 関わ りの有無との 関連性で ある

とい えよう。

異文化 の 受容

　元保育者がiK）ov との 関わ りに おいて異文化と意識し

て い るの は次 （明 視 点が考えられる。iJ（XOVp”属 の外国

人で 有るこ と、2．保育に関する考え方、3．保育内容の 違

い、4 保育園で の保育で ある。この 内、元保育者ユ6名中

13名 は、2．と3．の 「J（℃ V の 保育 に関する考 え方や保育内

容1 につ いて 自己との 差違を感じて お り異文化で ある と

意識して い る e そ の 内容 はつ ぎの6つ に分けられ る。

　L 保育 に関 す る考え方が広 い とする漠然と した事、2，

躾け に関する考え方、a新 しい 遊びと、それを遵入 し よ

うとする考え方、4年 齢別保育の 導入、5．子どもとの関

わ り方、6．そ の 他。具体的な遊びや遊具などの よ うに 目

に 見える物 よ りむし ろ、考え方が保育者自身よ り広 い と

感 じた り、遊び の導入 しようとする考え方につ い て差違

を感 じて い る。

　更 に16名の 内15名は 噛 己の 保育に関する考え方に

」（℃ Vの影響が あっ た。」 と述べ ており、内14名は、そ

れ が 自分自 身の 保育に関する 考え方や保育内容に反映 さ

れ て いる と 認識して い る． これは先 に述べ た 「砂場で の

遊び」 が園児の成長に望ま しい とする考え方や園児 の遊

びが 出来る保育環境設定 の為に小動物囎 寸策、父母

へ の 保育理解の た め の 啓発活動などに反映され て い る。

　 「以前は 砂場で の 遊びが不衛生だと考えて い ま した が

  「の鮪 髏 受けてか ら嬲 で の遊び を行り

　　て もよ い と思 うよ う にな りました。」

　　幌 保 育者｝ee8氏 ・  01）

更に保育者と して の責任や誇りを持つ ようにな っ たと元

保育者ST9氏は の べ て い る。

ま とめ

　 J（）OV の保育技術指導を受け た肥 工£ RA の 保育 園 の保

育者 の異文化受容につ いて 明らか にす る為、次 の 1と2に

つ いて保育者か ら聞き取 り調査 を実施した。

1 ・エ990−−1995年および20DO〜2001年の 予どもの 遊び

2 ・j（x．y の 保育指導 に よ る異文化 と意識 した事など

　 結果、1の遊びに は当時の み行わ れ 現在 で は見 られな

くなっ た遊びがみ られた。砂場で の 遊びも、その
一
つ で

あ り、現在見 られなくな っ た要 因 は 両保育者 の 保育に関

す る考え方や保育躑竟設定な どの 取り組みが、当時と現

在とで は異な る ことで あっ た。この 差違｝幻 （X ）V の 保育

指導を受けた 経験の有無 との関達性 に あ っ た。」（XJ　 ts
動期にある1990〜1995年 に勤務して した 元保育者は全貸

退職して お り、鰍 X｝年以降の 遊びにつ いて 話 して い る現

保育者は弄  V 活動収束後に勤務 して い る。

　また2につ い て 元保育者は，」（X：Vの保育 に 関する考え

方や保育内容を異文化と意識して お り、自己の 保育に関

する 考え方や保育内容は、そ れ らの影響が あ る と認識 し

て い る 。 砂場での遊びが1弱 0〜1995年当時晃 られて いた

の も行われな くなっ たの も異文化と意識 しだ （℃cv の 保

育に 関する 考え方の 影響に よ る も の で あ ろ う。

　つ まり元保育着｝ガ  V の保育技術指導 を とお して

J（⊃CV の保育に関する考え方や保育内容を異文化と して

意識し、それを自己の 保育 に 関する考え方や 保育内容に

反映 して おり、保育者 の 異文化受容は遊びや保育内容 に

関する考え方の 受容であっ た事が明 らかとな っ た。

今後の課題

　麒 RA の 保育園はマ レイシアの 保育施設の
一
端で し

か な い。多民族の 異な っ た文化が 混在す るマ レイ シア の

保育者 の 異文化間理解 につ い て、今後も研究を深め て い

きた い と考えて いる。

注 1）参考文献は当日配布資料参照

謝辞）FELCRA 　RC 、　 FELCRA 　ST 、　 FE1 −CRA 　SP の

各保育園 の保育者お よ び元保育者 の 皆様 に 感謝致し

ま す。
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